
体験学習プログラム

4ダゐ学習プ町~醐叩課師向け視野を広ル
ボランティア .NPO 活動センターは、 学11:.が長JgJ休11111を不|日IJして凶l人lのili)j地域や治安 ・術生環

境が安全と'PJ断される海外を訪川し、その地域が抱えるIHJ)liiに触れるとともに、地域ItIY状、稲祉、環

境|則辿の現地NPO・NGOなどとの交流を通して、その訊!)出W(，決の取りキILみなどをう!:ぶ f体験学習プ
ログラムjを、夏季と春季の休III!1JYJ1111に災施しています。

y~.文化 1111 における相互理W( と共生を乍:ぶ出外プログラムでは、 ~_: I勾の111任教uが合 plÍJ .引率する 2

コースと、 NPO・NGO同体が災施する出外のスタデイーツアーのIjlから探択した、学11:.にとって学

びの多い4コースを実施しました。

また、海外に比べて賀川而でも参加しやすい1"1内プログラムでは、地域のさまざまな課題にもト|を

lilJけ悦野を広げる内容で、学内の咋任教uが余11町・引率するものを、2コース尖施しました。
さらに、各李の全コースが終 f した後に)~胞する参加学生によるふりかえりを庇ねた報符会までを

ー辿のプログラムとしており、その制作会を辿じて本プログラムで科た経験をJHiし、各1'1がさらに

学びを深める機会となるだけでなく、制作会をl臨排した年:(-1:.が次Inlのプログラムについて参加|を4・え
るきっかけにもなっています。

プログラム企阿t..トl'I体 行先 実施JYJllij

lljH、lI 

政策午:{iI)~削Ili 谷Jn舟人 .1.:μ収り1~~，liliJilllf 20121jo 8) J 2711 (J J ) -8) J釧 (本) I 
411111J 

|勾f 
ii王i汗q:.iill.J，!.z iQ 松I:，~ 若手 JHj )111制りよ1111t.i;'ill地域 2013

11:. 2 ) J 11 EI () J ) -2 ) J 1411 (木)
4 11111I 

~ 
Ilhj 約i舟守:百11教授大林信: タンザニア~Hnl吋 2012

11: 8 ) J 25日(1川 JJ8日(-1:) I 
15 rlll¥j 

十1:会学iJ11教授 )lJ.f，(r，敏夫 タイF.llij
2州 3) J 6 11 (A<)-
7111111 

ー

首止 ウータン ・森と/トj丹を与-える会 インドネシア共和11.f，1
201211: 8 )J2511 UJ-9)) 1 1日(:1:)

外 811111J 

タト q.y.山JI~ I:;\.キIJj市助法人 JIPPO インドJ~f川.Iil
201211: 8 JJ2511 (_u-9 JJ 1 11 (土)

1f: 8 1I111J 
"hj 
コミュニテイ ・フォー ・チルドレン フィリピン共和1"1

2013年3JJ21l( 1:)-3JJ 911(土)
8 111111 

開明
• -
~ 
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0国肉体験学習プログラム/鳥取県智頭町【夏季】

-参加学生

小淳史郎(文学部仏教学科 3年次生) 桐畑 里奈(社会学部コミュニティマネジメント学科 l年次生)

諸国佑子(文学部史学科 3年次生) 山田 英輝(社会学部コミュニテイマネジメント学科 l年次生)

暁 南貴(文学部史学科 2年次生) 石川 奏輝(国際文化学部国際文化学科 3年次生)

高橋大賞(文学部哲学科 1年次生) 青 秀歩(政策学部政策学科 2年次生)

太田 実優(経済学部現代経済学科 2年次生) 河原未来(政策学部政策学科 2年次生)

三宅恵里奈(法学部法律学科 3年次生) 林 佑真(政策学部政策学科 2年次生)

江本恵美(社会学部社会学科 2年次生) 竹田 伊織(短期大学部社会福祉学科 2年次生)

南伸之介(社会学部社会学科 2年次生)

.引率教員、テーマ

谷垣岳人(政策学部講師)r森を活かしたまちづくり ~ニッポンの新戦略は田舎にあり---J

-行程

日時 行 程 受入団体など

8月27日(月) 8:∞ 深草キャンパスを出発

JR京都駅経由にて智頭町へ

13 : (旧-14:30 講義 智頭町長、智頭町森林組合

-智頭林業の股史

-智頭町の林業施策 智頭町建設農林課

15: 00-16 : 30 智頭宿散策 智頭町企画課

20 : 30-...21 : 00 ふりかえり

8月28日(火) 9 : (旧-11: 00 講義 智頭町山村再生課

-智頭町木の街場プロジェクト

13 :∞-...16: 00 “志材"体験 智頭町木の宿場実行委員会

-間伐体験

-搬出作業

20 : 30-...21 : 00 ふりかえり

8月29日(水) 9:∞-...14 : 00 視察 特定非営利活動法人

-森のようちえん活動見学 智頭町森のようちえん

-園児と一緒に昼食 まるたんぼう

14: 00-17: 00 体験

-まき割り体験

-拠点事務所のふすま張替えなど

20 : 30-...21 : 00 ふりかえり

8月30日(木) 9 : 00-...11 : 00 講義 智頭町山村再生課

-森林セラピーについて

11 : 30-15 : 30 森林セラピ一体験 智頭町森のガイドの会

15: 30 智頭町を出発

19 :∞ JR京都駅経由、深草キャンパス到着後、解散

小津史郎

(文学部仏教学科 3年次生)

智頭町は面積の93%を山林が占める。そこ

で、智頭町は山しかないのではなく山があるん

だと、今まで価値が見出されてこなかった山を

存分に活かす町づくりを行っていた。智頭町で

は町民一人ひとりが町を思い、町のために行動

する姿を多く目にした。それが町を動かし、智

頭の魅力を生んでいた。

間伐体験では、林業の苛酷な労働とその対価

の低さを実感した。そのために山から人々は離

れ、山は荒廃していくのだ、った。林業は補助金



でなんとかとt.き伐っているのが現状である。林

業の自立のためには林業や行政側にもIIIH出があ

るかもしれない。しかし、そのことを批判する

だ‘けで‘はやjに もならないというのが、今IlI l q"i~n

で学んだことである。智頭ではIjiに批判するの

ではなく、 IIIH垣内平決のために自分ができること

をわ・っている。それが今の智頭を動かす}:.きな

力になっている。私は日本の山のためにMが可

能か考えていく必要がある 。 私たち itH~者は、

m~'iの如何で、日本の iJj.林業を守る力になれる。

私たちがこれか

ら束手?nn0に自立
し、 m1lj'+.i丹を
常んでいく l十1

で、自分たちの

よ米を考えたii'i

~'i を行っていか

なくてはならな

し、。

蒲田惰子

(文学部史学科 3年次生)

今1111のプログラムで印象に残ったのは、「森

のようちえん まるたんぼう」で‘の体験だ‘った。

チどもたちは森に入り、自分の好きなことを一

生懸命する。先生たちは必要以トーに閑児に「渉

することはなく、そっと見守っている。「森の

ようちえんJでは、子どもたちが自ら考え、行
動することを盟かな向然の中で学ぶことができ

るのだ。

地元の人々は、;泣かな自然が当たり liijのもの

ととらえている。「森のようちえん」の活動は、

J山花以外の人々はもちろん、地元の人々も、 111

出'(11Ij"の森林、 1:1然のよさを再認識するひとつの

きっかけになると考える。広報活動などの11'斐

体験学習プログラム

あって、 IIf[外からの移住者も明えている。快く

受け入れる人もいる半而、 持戒してしまう人も

いるようである。特戒心を乗り越え、地元11¥身

~.と 111 ]"外 IIU身者、そして、行政とが協fiOJするこ

とで、新たなまちづくりをすすめられるのでは

ないだろうか。

暁 南貴

(文学部史学科 2年次生)

ボランテイアと して初めて訪れた.r~JI¥(!IIH'II如

IIIJ。而和の93%を森林が占めている地峡での林

業を、いったいどのように成り立たせているの

かを実際に見たくて応蒜した。

林業の作業自体近くで見ることが初めてだ、っ

た私にとって、 一本のスギの木を切り倒すこと

がどのお!皮慎重にするべき ことなのか、話を1m

くまでわからなかった。

切りたい木に対して倒したい方向に「受け口」

をいれ、最後に 「追口」をいれてゆっくりと倒

すといった方法で安全を確保していた。風をilIi

に入れて{士付ーから、私が思っていたより緊張感

とi民主さがなくてはいけないとま11った。

そして、111]伐作業をスムーズに進めるために

は林道の雄市iiiが重要で、森林の奥の111]伐をして

それを市場へと運ぶ労力とスギの売れる制li格の

つ り合いが取れていないため、林道から泣く出I~

れた場所ではtll1伐が進んでおらず、 II.rj伐後放in
されている木が存在することが分かった。

放 li'l~ さ れたスギを地元の特定の}I\~で使川でき

る「杉小平IJJに還元し、肱iEされるスギを減ら
していくこともできると学んだ。

高橋 大貴

(文学部哲学科 1年次生)

人I1が急増し、世界的にまだまだ進む消自社

会であるであろ うこれからは、エネルギー問地
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がiIK大の111)題のーっとなっていくでしょう。日

本にはT片米のエネルギ-ìJ~( として森林がありま

す。だから、エネルギ一対策の一環として、林

業は_ili:&fなf立i丘を占めていくと担、います。今回

の体験先である必l&Y，~ :f'，'TI.î'[Il1rは、森林が面和の

94%をl片め、 350年以上の牒!とを持つ京都の北

111、奈良の宵野に怯ぶ林業地です。各市町村・が

過疎や後継者不){に悩まされる rl '、智頭II~ーでは

111]"長を雫頭に 「百人委u会」と H予ばれる住民の
会を作り、.tYi々 な独創的施策を繰り出していま

す。森林セラピーをはじめ、疎開保険や森のよ

うちえんなど、他の市，，~・村では類を見ないよう

な企両があります。環境保設や1'1然教育を推進

していくうえで一帯ネ ックになるのが経済性で

すが、智iiSilllHi住民が主体になってそれを乗り

越えようとしています。これから先、こう いっ

た活動が将米の林来:や各iITIIIT村のモデルになっ

ていくこ とをI，iliiいます。

太田実優

(経済学部現代経済学科 2年次生)

智頭IIITの森林と共に4円1111を生活しました。

森に囲まれたいろりの家での生活は、今までの

生活環境と迫いが沢山ありすぎて不便だと感じ

る事もありま したが、それ以上に感心する生活

の知恵や、食事の而白み、1111伐体験、森のよ う

ちえん活動の比学、森林セラピ一体験、釜風呂、

夜の散歩-など沢山i!-(UJ、森林と接し触れる事が

山来て楽しい日々を過ごす1.)i.が出来ま した。宿

泊先のいろりの家は涼しい風が吹き抜けて、夜

中には鹿のI!!~ く 75が1mこえ、とても落ち着く空

間でした。窓から見えるj瓜jjtは森とmんぼです。
古I}}屈にコオロギカf人ってきたりも しました。私

達u者1)のfドj丙と比べると、 111令と都会の追いで

す。私は京都に帰って米た|時、何処かほっとし

た気持ちがありました。今ある使利な生活に'1世
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三宅 恵里奈

(法学部法律学科 3年次生)

今回、森のようちえん「まるたんぼう」を見

学させていだたいた1=1'で、子どもの育て方につ
いて考えることができた。現代の子どもたちは

家でゲームをして遊ぶことが明えている'1'で、

あえて自然の中で生活をさせている。自然の'1'
でのびのびと遊ぶことによ って、 子ども一人ひ

とりが持つ個性を十分に発揮することができ

る。また、子どもの社会に大人が探く介入しな

くても、 何か問題が発生すれば子どもいj上で解

決することができ、また大人が手助けをしなく

ても子どもを信じて見守っていれば、了-どもが

自発的に行動できることもあるということを実

感することができた。大人が必要以上に手助け

するこ とで、子どもが|土l分で考え行動するブJが



1JI1制されてしまい、そのように育てられた結来、

大人になってからもn立することができないれ
者が明えているのではないか。森のようちえん

という新しい幼稚凶の形は、今の子どもたちの

成長に大切な役割を来たしているといえる。

江本恵美

(社会学部社会学科 2年次生)

刊以111]"という 111]'を女11っている人は、それほど

多くないであろう。さらにそこカf、1多のまち"

であることはなおま11 らないであろう 。 現イI~の "

本の必林24弓はifJiく、木はたくさんあるにもかか

わらず11¥1"1っていない、木余り状態なのが脱状

であった I1Iへの関心も薄れていく rl'で、引'以

111]"が始めた本の桁プロジェクトは、"桜トラと

チェーンソーでl晩酌を!..を合言葉に、まずは

山に興味を持ってもらう ことに励んでいた

そして性かな自然と、雄大な森林に1mまれた

この 111]' には、大人も-fどもも~!f~もが休を休める

ことができ、なにもかも所有し過ぎていたこと

に気づき、 n然な安に戻してく れるブJを絡めて
いるようであった。

今までは身近にありすぎるがゆえに、 |則心を

あまり持っていなかった山に、今lulのプログラ

ムに参加したことによって、興味がわき、これ

から生きていく rl'で111に関する選択肢もあるの

だと、悦野を広げることにつながった。

南伸之介

(社会学部社会学科 2年次生)

私は今1"1のllil内体験学習プログラムで森林を

ijfjかしたまちづくりを学んだ。.(jI収保守'，'JiJilllfは

而初の9;ljリが森林で、昔から林業の111]'として栄

えた。今もIIITのシンボルは杉の木で、峨々な}iji'

に杉の本が他われており、森はIIlfの誇りである

ように!必じた。しかし、 包'NJiIIQは山111]J山にある

ので人11の減少や、少子高齢化、林業の後縦.fi'

f料金学習プログラム

イミjιなど全国の山間にある111]'と|吋じような1111姐

を抱えているのも事実だ。

それを解決するために、初Jiti111]"は森のようち
えんや森林セラピーなど、森林を 1'，下く活かし

ながら外の人に11町を知ってもらうj収り主11みをし

ていた。森のようちえんは子どもたちの日動の

フィール ド を森とし 、 I~I 山に遊びまわることに

よって休)Jや創造力をつけることができる。森

林セラピーはやll頭111]'の森を)，'/I"Jのが‘イドとー紺

に広き 、心身と もに泌されるというものだ。 ~:l、

が焼いたのは、

この2つの取り

制lみがIIlfLlCみん

な主11っていたと

いうことだ。「私

の術の，汚りは何

だろう?Jと考
えると少ししか

思し、i手かばな

かった。私も 自

分の術の誇りを

もっと峨々な人

にアピールして

いかなければな

らないと考え

た。

桐畑里奈

(社会学部 コミュニティマネジメント学科 1年次生)

8 }=I 27 rl から 8 月 3 1 日まで、.rμrl(.LI， ~ ~i'，' lÎJi 111]"に

ボランテイアに行って来た。午11抱刊ITは，'1くから

林業のIIIJとして栄えていたそうだ。収在も、 111]'

のluj杭の93%が森林に袈われている。だが、 私

がこのプログラムに参加した別|二hは林梁・をま11る

為ではない。枯I頭118'は、その林業やJ泣かな!と|然

をi古川した「まちおこし」のj点以J例として有名
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である。その手腕を学び、今後の参考にしたい

と思い今1111のプログラムに参加した。このプロ

グラムを辿して!岳じた智頭町の 「まちおこしJ
成功要IkIを私は以下のようにまとめる。

・吋たり Ijijの物に付加価値をつける

・新しい施設を作るのではなく、今ある施設を

イ1・効利川する

・新しい11刊にの育成を大切にする

• fU(と行政が協力する
・その11Ij"のい念を此き通せる指導者

• 11Ij"にil:む千l:氏にlilJけた「まちおこしJをする

山田 英輝

(社会学部 コミュニティマネジメン卜学科 1年次生)

今Inl私は兵季同内体験学習プログラムで、鳥

取県利頭Pfj"を訪れた。智頭町は林業 (杉)のIIn'

として肯くから栄えてきた。地元の住民の方々、

説林組合の)j々 が中心となり智頭町の林業・を文

えてきた。在、も尖際に間伐体験をさせてもらっ

たが、とても技術が必要で、力が必要であるこ

とを身をもって体感した。林業は予想以 1-.にし

んどいイ['jI:である。このようなしんとεいイ1:・jI:を

やっておられる方々はすごいと思った。また、

科副町は1'1然!泣かな土地柄を活かした森の幼fm
I~ilや森林セラピーというものがある。 実際にこ

の一.つのものを見学 ・体験し、智D1illlrならでは

の試みであるということがわかった。このよう

な体験は、自11会では体験することが出来ず、今

の社会lこ必裂とされている「本物の婚しJとい
うものがこのIJr)・にはある。私は、もっと村副IIfr

の良さを ~IIってもらい、 智頭11IJがどんどん日性

化して欲しいと思う。

石川 奏輝

(国際文化学部 国際文化学科 3年次生)

伝統的な林業地として栄えてきた鳥取県智頭

1I1j"において、過疎化が課題となっている。適度

に1111伐をすることで森林の成長を促し、 't'i:の向

い木材になる。木材価格の低迷、 j位以i化による

林業離れで111]伐が進まない状況である。この状

悦を打1mするため、 「木の宿場プロジェクト」

の一山として杉小平IJの流通などによる地域の活

性化がu:llされている。また、森林セラピーを

通じた地域特イTの良さといったものを、全I~il，こ

アピールもされている。

何 11 の活動を野外で過ごす幼枇I~I rまるたん
ぼう」を訪れ、好奇心旺煤な子どもたちの、!感

性位かで活発な様 fを101にすることができた。

子どもたちに1'1然の良さを伝えることはよ切で

あるが、過疎化を抑制するための取り組みとし

ても悦えられる。今後は、日本の伝統産業を維

持するため、より多くの人たちに地域特有の良

さやドl 然の良さをアビールしていく必~があ

る 課題を解決しながら持続可能な社会を築い

ていくことが亙要となる。

青 秀歩

(政策学部政策学科 2年次生)

n然が好きであることと、森を訊-かしたまち
づくりに興味があって参加した国内体験学習プ

ログラム 。 .c~l良県の智頭IUTに行きました。 千11頭

山、「森のようちえんJの凡学、 1m伐などの林

業体験、まき訓りや森林セラピ一体験など、光

'ぶしたH訓11)を過ごしました。そこでは、 13:かな

I~I 然があり資源が;27;fでありながらも、 ill JfAl化

が進み経済などが京illしている厳しい現状があ

ることをま11りました。同じ 11本でも、 m合と者li
会では非らしに大きな差があることを尖感しま

した。郎会に比べ、交通が不便で働く場所も少



なく、部会に行者が11¥て行ってしまうji;{閃がわ

かった公がします しかし、地形を活かしたさ

まざまな取り組みがありました。課題はまだま

だありますが、地域的性化をしていくには、森

林や}I;!:~となどそこにしかないものを故大限に利

川していくことが大切であると思います。4;11顕

IIrJ・には今の11本に失われかけている卜i本本来の

安がありました。持続可能性の非らしを |一|指す

ヒントがあったとjよ〔います。私は今問の体l肢を

;wして、行11diと川???の述腕を強め、京退するま

ちをilj:/I:.していく ))i.去を考えていきたいと思い

ました。

河原未来

(政策学部政策学科 2年次生)

今1111、私は森林や林業を通じ、緑が持つ婚し-

~!いのパワーをイf'分に体感しながら鳥取りYfl，川1

Iwrでの峨々な取り制lみや政策について'下んでき

ました。今1111の体験学官プログラムの中で私が

特に印象に伐っているのが此終日の41Jt林セラ

ピーです。森林セラピーとは「セラピーロード」

と呼ばれる森のrjlで、森林環境を利)-I:Jして行う 、

医学的にも説付けされている一歩進んだ森林浴

のことを Iiいます。森の中に入ってみると五感

を通して森の)Jを感じ、あらゆるや|ぱI;f:が研 ぎ澄

まされるような、なんとも不思議な感党に包ま

体験学習プログラム

れましたoq"rl ~j( 111 rでは、森林は11町のよ切な資源
として捉え、森林セラピーをまちづくりの主要

なテーマのひとつと位前づけておられるそう

で、これを通ずれば枯1~filllfi百十1:化が|文|れるので

は。と、将米の可能刊:を!長じました。私が智頭

IIIJ・で伴たものは、今後、大学生活におけるザ:び

のrjrでi1r'かされることだと込lいますし、在、から
もどんどん発伝していきたいと感じました。

林佑真

(政策学部政策学科 2年次生)

在、は今阿の11'1内体験学判プログラムで、111舎

非らしの良さや利引のIlIrの人たちの|殴かさ、ま
た、林業を II:. .:!?~ としている人たちの背悩など、

本当にさまざまなことをこの 4IIIIIJで、見て、

IlrJいて、感じて、まさにfI:!必を使って学んでき

た。

この4卜11111、どれも勉強になったが、ll，{:も印

象に残ったのは1111伐体験とその木材搬11'1作業で

ある。搬11¥作業では、切った本をメンバーほぽ

令uで引きずりwしたが、その木もlOOOPIいく
かどうかという仙で・あると Iiわれ、 4や材林-司ネ|ドt;業t佐.を7常常当守'む
人の1背1官?引7?刊，↑悩|
このプログラムの初II(にこあつた11川町H川町iり町fJ長是からのあ

いさつで、 「今の 11本はl肢でi出jち溢れている、

偽物の11¥1である。それでは f本物jとはMか?J 
とおっしゃっており、「地点にいなカfらでも、

1-1立たないながらも生きがいをしている、これ

が f本物jなのではないか、それを見つけてい
きたい」ともおっしゃっていたo ~:l-にはイ可カfヰ三

物かをIY11i{[[に示

すことはできな

いが、今|叫のこ

のプログラムで

下がかりくらい

は見つけたと思

う。そしてそれ

を見失わないよ

う努)Jしていき

たい。
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竹田伊織

(短期大学部社会福祉学科 2年次生)

かつて紙が破っていた場所は、都市化に伴っ

てコンクリートで埋め尽くされた場所が多く

なった。それと同時に、人は自然と触れ合いな

がら午前する機会が減っていると私は考えてい

る。そんな'1'で森林を前かした智頭町の森林セ

ラピーは、 1'1然に寄り添い、人を他出にしてく

れているのだと感じた。

また、刊以IlIrでは心だけではなくイ本の'1'から
の癒しを求めようということでセラピー弁当と

いうものを作っている。このセラピー弁当は、

杭'~Jilllrの食材の 8 '~~J ・ 米 100%が使われており、

従業と述fj~をして地域づくりを同時に行ってい

る また、この連携は林業とも行われている。

森林セラピーを通して、適度に運動をしなが

ら体を婚していく 。また、あまり知らなかった

生物や他物について学ぶことが出来る。これら

は汗段ではなかなか体験できず、しかしとても

ifC~なものだと感じた。 森林セラピーなどの今

1111プログラムで感じた森林の大切さを伝えてい

きたいと思う。

引率教員講評

谷垣岳人(政策学部講師)

本間|人j体験学背プログラムの目的は、 11本の

'1'山IIIJJ血での林業の厳しい現状を矢11り、しかし

その現状を打航するために、多様な向然資源を

i市かした地械的性をおこなっている地元の人々

の熱い思いや主11忠を実際に見て体験することで

ある 訓川地の初頭町は、林業地としての版!と

が民く優良材の偲産地だ‘ったが、林業のtG誌に
1'1:い人11が減少している。しかし近年、官民が

協働して森林の多面的機能を活かした地域的性

能を次々と打ち出している。

参加I''{:生は、初めての間伐体験において使い

慣れないノコギリを手に熱心に取り組んでい

た。体験後の振り返りにおいては、林業の厳し

い現状に対する感想やそれを打開するためにm
賢官-が取るべき行動などについて様々なな比が

/1'， された。また、園舎を持たず一作を:i!!1じて森

で前動する「智頭IIIJ 森のようちえん まるた

んぼうJの取り組み見学では、:ihl)jからも辿|主|
させる却が多いことや、子どもの行動を凡サ:る

という教育方針に、よい~I沫でのカルチャー

ショックを受けた学生が多いようであった。見

学後の主催者との質疑応答でも多くの質IHJが交

わされた。

学生たちの感想から、自然資源と H々の持ら

しとのつながりを感じることは少なく、林業の

現状や1:1:山村の暮らしについてはじめて比聞き
することカf多いことカfわかった。たとえ身の回

りに自然があっても、それを直接利用するこ と

がほとんどなくなった現代において、 自然資源

の利前川を考える本プログラムの意味は大きい

と与えられた。

参加学生たちには、これを機会に卜!本の林~Ti

物を11々 の芥らしに取り入れるというii'iq'i行動
を通じて、都市と森林とを結び付け、 自然を身

近に感じるライフスタイルを実践し伝えていっ

てほしい。

相IIi1i IIIJではI!rr役場をはじめとする多くの)iに

お 111:話になりました。 この場を 11\' りてお礼を I~

しtげます。



体験学習プログラム

0国肉体験学習プログラム/沖縄県中南部地域[春季}

圃参加学生

山本町美子 (文学部哲学科 1101:'次生) f以川 fH;奈 (1至11原文化学部国際文化学科 1il~次生)

謝 1!的政(経済学部国際経済学科 2{r:次*) )]1):1111 川友華 ( Iïll~~文化学部国際文化学科}11~次生)

鈴木裕立(法学部法律学科 2年次11::.) 小松茂樹 (政策学部政策学科 2 {I:次~I::)

巾村恒姉 (法学部法律学科 1イド次LI::) τ"ノk 玄1'I"(政策学部政策学科 2 イド次 'I~. ) I 

Ji )ft~ 紘菜(医11祭文化学部国際文化学科 2年次生) hl.野村子 (政策学部政策学科 l イ|之次~Iて)

.引率数日、テーマ

松山 森)J時(経済学部 教授)i平和!と多文化共性について学ぶ ~多様なi'l'純を体感する !!-J

.行 も!
1-1 l時 行 41! 受入団体など

2JJIJR ()J) 8 : 15 大阪凶際空港((Jf}"J-)集合

9 : 15 大阪同|夜空港発

11 : 30 万IIHJj空港到打、 "Yi後任食

平和|ガイドによるlj史跡の比学: 平和jガイド

夕食後、桁へ 何~U.比 (ぬーがや)

20: 00- ふりかえり

2月121](火) 10: 00 i'i'純tEll捺大う/:;坊川 沖縄国際大学

. i'l'純|主11r，:大ザ:ゼミ'1:.との交流

-??天I/H飛行場開illのはや
16: 00 まちづくり NPOコザまち社"'J)j川 まちづくり NPOコザまちネ1:'1'

. ili動についてのJ以後
-まち止之さ

. NPO 1対係官との交流会
21 : 00 '1('1'にてふりかえり

2 n 13H (J!<) 9 : 00 読谷村|人jの比，'r: 何我我 (ぬーがや)

. j;nイヒ li一氏の楽l人j 知花 品-.L¥: 

-シムクプfマ、チピチリガマ

主主食後、 見学

20: 30 夕食後祈iへ

ふりかえり

2J!l411(木) 9 : 00 千平I1記念公 I~llのは年:

-記念叫トlefJlの礎」、、|乙手11祈念資料館

111:界迫jl(iの凡乙.;!.:. ~ì~~; 

• t.i JJ)i jJIIJJ法 (せいふあーう たぎ)
18: tl5 JJII~ðl ~1':HH~ 

20: 25 大|波凶 I~-~ 'l~j，ら (伊)"J) ，{j' 

. Wf."I放

山本 富美子

(文学部 哲学科 1年次生)

「私が今まで女11っていたのは"表而的なi'l'純"
であって "本当のi'l'純..ではない」ということ

が松も大きく感じたことである。米軍基地11:]姐

ゃれl'純のぼ史と現在まで続いている綿々な11:]姐

についてこれまで他人事だと考えていた。しか

し、 実際に現地へ行き当事者の方々のお話を11H

けたことにより、強い衝撃を受け考え方が変

わった。その中でも、普天間飛行場をIIIJ近で見

たときの悲!いが忘れられない。フェンスの|向こ

う側の光景を目の当たりにしたと き、なぜ卜l本

なのにカルフォルニアの土地なのか、そして、

なぜフ ェンスには"日本人立ち入り禁止. とい

う宕ー板が張られているのか、私にはf!l!.Wfできな

かった。米軍基地問題について、私はあまりに
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騒々しく考えていたことを思いま11らされた。こ

のたった怯1H r日jでショックもたくさん受けた
が、 J~~を少しでも見聞きすることができたこ

とはとても世主な経験であった。そして、この

経験を|守分なりにどう生かしていき、伝えてい

くかということをしっかり考えていきたいと以

つ。

謝 荷積

(経済学部 国際経済学科 2年次生)

ー!日:界のさまざまな場所で悲惨な事件、 ij批4(1.が

あった。そのrllに、 1931年9月181:1の満州中生

からilll純i院を '11心 とした十五年戦争・があったo

iljl制県はとても複雑な歴史を持っている。元は

琉球王同という独立した王国であり、アメ リカ

統治時代を経て、最終的には H本の一地)Jに

なった。 そのため、今、 ìll l純県にある人材~l ・ 政

治 ・基地などの問題の多くは未解決のままであ

る。

il同日のさまざまな問題について・間報の点突が1:

を確かめ、解決する方法を考え、現地の人と交

流、体験するために、今回のプログラムに参加

した。たとえ、答えが出なくても、深く事件の

よ工中日を主11ることが大切だと思う。

これは私がれ11純を知る第一歩にすぎない。知

い凶nIIHにiljl純についてほんの少しふれただけ
だが、円分の111]

組として、武任

を持ってかかわ

り続けていこう

と考えている。

1'1分が現地で1m
いたリアルな訴

を問りの人に伝

え、もっと多く

の人にが11純県の

II¥J:起について|則
心を持つことを

呼びかけたい。

鈴木裕貴

(法学部 法律学科 2年次生)

研修先では、歴史を中心に学ばせてJ1iきまし

た。特にij党'1-1から現在に至るまでの米!主IIIHでの

官接な繋がりは、今も戦後から残る当人述には

抜~ff~なものがあるのではないかと感じました。

断!とや記'憶は今も当時の人の心を純っていま

す。特に戦争のfft史は、放に当11.)=の!医!とを経験

していない持者は、それを理解するのが1\1f~しい

のかもしれません。僕もその一人であり、 ij攻守!

という雌史を経験していない若者です。身近な

人が四!不Jiな死に巻き込まれた~jf.がなく、当 'j~

者の方の気持ちを想像する ~H.が精一杯で、した。

今戦争の歴史を知らない世代は、 一度深く考え

る|時IIHが必要なように感じます。本を読むや、

l決阿を観る程度

でもいいので、

戦争・というもの

に関わる司j>l.J{必

安なのではない

でしょうか。

過去の追体験

をしたような濃

い凹 LIIIIJでし

た。生の空気に

触れ、想像する

やが大半だと実

!岳しました。

中村恒輝

(法学部法律学科 1年次生)

れ11制を訪れ、ただ行って、見るだけでは気付

くことのない様々な体験をしました。

!と跡の歴史的説明に不都合なことが記されて

いないことに鷲き、現地の)iの説明で|沼された

なI~~ を女11 ることができ、本当の主~I床を且リ併する

難しさを感じました。また説明をうのみにする

ことなく自分から探ってゆく亙要性を認識しま

した。

そして地元の皆さんとの出会い無くして、'11

身の詰まった1'.(重な機会になりませんでした。

州制の深い歴史、魅力的な文化、基地問題をl立

接お話しすることで、これまで知らなかった・ji:

に気付き、自分の心情も変わりました。机上で



はま11りえない基地問辺での騒庁、危険性を肌で

感じ、現地の人が行っている米軍人ら地に対する

述動への見方、考え)jを変える契機となり 、私

も一人の当事者と なりました。i'l'制には戦争の

跡が多く残って

おり、 そこから

平和を学ぶ必要

があります。ま

た何事にも関心

を持ち、考え、

行動することが

私たちにとって

大切なことでは

ないかと強く感

じま した。

友藤紘菜

(国際文化学部 国際文化学科 2年次生)

私が今回プロ グラムからう!~んだことは実際に

現地の人とお話しすることで刊られた、本汁|で

は報道されない・m報や現地の人が必地に対して
抱 く感情やいろんなれl'純の文化です。XI際に民

家や大学の 目 と品の先にある米軍~，~地に行き

フェンス越しにオスプレイが腕1"1する安を見て

簡幣を隠しきれませんでした。そしてれl'純凶際

大学の先生や学生のお話を!日lき、本州では報道

されない情報を女11りました。本ナ|・|で報道されて

いる情報は事柄を切 り取ってその一部しか報道

されておらず、そんな情報で砲、は物LJlを判断し

ていたのだと気付かされました。また私はi'l'純

がなぜ平和の発信地になっているのかよく分か

りませんでした。 しかしひめゆりの場や平和祈

念館などを訪れて分かりました。:tI僚に人間の

死という現実を見て戦争がいかに伐附なもので

あるのかを知り二度と戦争が}住きではならない

体験学習プログラム

と思いました。私はプログラムから学んだ1111組

l.( を与えおμナ、そして伝えることカfζ?私 I~I 身 1-1 '1

来るilι円ーのことであると思いました。

飯川 椎奈

(国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

これから1](:々 がしていかなければならないこ

とは、 i'l'制に|則心を持ち、考え続け、さらにJR

!とのill:~:性を改めて見直すことである。 !医 !とに

おいては、 7;11りたくない、知られたくない事尖

を包み隠すのではなく 、ありのままを伝え、そ

れらを受け，1-めることが重要である。さらに、

政治がおかしなん向へ行って しまわないよう

に、 |歪|以 U~誌が氏くなる こ と 、 そ してな思表ぶ

していく姿勢が大切で、ある。

τ|守11を考えていく上で、古堅宗光さんの子i・英

が合てではないだろうか。「日のliijにいる人IIIJ

をl人の人111]と して見るJことは、人を大切に
するということである。平和の原点は、持段の

人との|則わりから生まれるものであると私は考

えるo ~: ll l三の立場に立ち 、 自分のこととして考

え、それらがつながる ことによって山来ていく

ものである。そして一方から物事を見るのでは

なく 、必ず多 )j而から考えること が-II~ も主主，で

ある。

i'l'純で!盛じたことは、あらゆるIk¥:ヰi-IIIJ~起にお
いて、 IliJじことが百えるのではないだろうか。

問題そのものは迫っても、根本的な部分におい

ては他と変わらないのかもしれない。

れl'制で!必じた 「ギキIJの原点Jを忘れず、今後
の11:けi.llrJ題について考えていきたい。

勝間田友華

(国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

十|本政J{lはれl'制の普天間基地を才I説rli・辺出f-r'-， 
へ移設させるjfUJきをとっているが、移設により
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これまでilllお日カf抱えてきたflIJJli.iを解決すること

ができるのであろうか。米1]I基地があることで

illl純県民は繰々なリスクを背負っている。一つ

日は米軍ヘリやオスプレイが民家の上空を飛ん

でいることだ。それも日本とのルールを)1¥号制し

たルートで飛行することもある。そのことで

人々の生活に危険と不安を与えている。また卜|

米地位協定があることで米兵がjl毘い気持ちで必

さを働いてしまうのだ。今恭地を移設させても

|司じ問題が別の場所で起きてしまうだけであ

る。移設よりも先に日米地位協定を改定させる

べきであるが、 ill'縄県だけが改定を求めている

ため政府は動こうとしない。日本全体が米兵が

起こす事件を知れば多くの改定を求める戸があ

がるだろう。そのために私たちは報道されない

ill'純の情報を様々な手段で広めていくことでれ11

純の抱える問題の役に立つことができる。

小松茂樹

(政策学部政策学科 2年次生)

今|凶の国内体験学習プログラムでは 「司王手IIJ
について学んだ。 II L\発前の私は~I~地がすべてな

くなればiq，純は平和になると安易に考えてい

た。しかし現地の方々の声をIlUくうちに、法地

がなくなることで働き口がなくなり生活に|本|る

人がいることや、基地が返越されたとしてもそ

の跡地の利用方法によって衰退してしまうまち

があることなどを知り、基地IIIJ題とはそんな附j

iiiな話ではないという ことに気付かされた。

この4日間で笑|祭に基地を兄て、戦闘機の騒

背をIlHき、そして沖縄戦の悲惨な!歴史的??以を

ま11ることで悲地に対する反対の思いが強くなっ

たが、しかしただ感情的にな くなればいいと主

張していては平和には繋がらないのだと思っ

た。その後のまちの形をしっかり考え、議論し

ていかなければ、返還されたとしてもまた新た

な問題がうまれてしまう。

LE I立今は複雑な気持ちで答えが11'0せないのだ

が、周りの家族、友人にこの体験を話し、 これ

からも一緒に悩み考えていきたいと思う。ただ

はっきり言えるのは私にとってill'純は単なるリ

ゾート地ではなくなったということだ‘。

富永玄哲

(政策学部 政策学科 2年次生)

i111純に来て、それぞれの立場から見る大切さ

を学んだ。烏の目とか虫の日とかいうやつだ。

命は一つしかないのに、それまでに峨になるほ

どたくさんの歴史があって、今の命が存在する。

歴史や今までの戦争をま11ることとまnらないこと
とでは、平和への架けft!iJにどれだけ距離の差を

あたえるだろう。

r.!frかを認めたくなくて、大きくなって戦争が

起こる。まIJ花さんの言葉に教育が1111追っていた

というのがあったけれど、自らが:crき通す信念

に不正解なんてないと思う。「あの11寺ああしと

けばよかったなJというのは;11¥れ、はずだから、
これかられl哨日にあるi山起をもっと見つめていく

必要があるはずだ。そして選ぶ選択肢の先に平

和があってほしいと思う。何を選んだらいいの

かなんて、相、が今I!!Iこのプログラムに参加させ

てもらって見つけることはm米なかったのだけ
れど。それでも大切な学びをさせてもらって有

難く思います。



星野智子

(政策学部政策学科 1年次生)

今 111 1 の ~II I純県での体験学習プログラムでは、

1'1分の想像をはるかに超える沖純県のLrrt:史や11l]

題について数多く学ぶことがLI¥来た。訪れた場

所すべてが初めて目にするものばかりで、その

者11泣いろいろな1rt;'Ii'fを抱いた。ljiなる飢光なら、

日もlilJけない民示や解説とじっくり向き合い、

地元のガイ ドさんのとても親切でキ111かな家，1人lの

おかげで、この 31 1~1 4 1:1はとても地く、光尖し

たものになった。

|共IPYの地兄に居ては、基地問題などを当事者

の気持ちとなって考える ことは本当にできな

い。尖|祭に自分の日で見て、地元jJfl純のんー々 の

気持ちを聞かせてもらって初めて、基地と|蜂り

介わせの生活がどんな胤かが分かったようにj

つ。

ij史跡へ行ったときも、その場の雰凶気に圧倒

された。'-I':_I[妥かいチピチリガマの1:1:1tこ残されて

いる当Hキのままの人骨や生活の跡を見たとき

体験学習プログラム

は、なんとも言えない気持ちになったカf、その

経L院はij攻守lに関するどんな'与t(.や映像を見るよ

りも、感じるものカfあった。

このような貴重な体験をさせてJ:fiくことで、

地元の)J々 の平和に対する思いの強さを改めて

尖感し、色々な考え方があることに気付・く こと

ができた。今回の学習で学んだことは、 イIIJ)主:も

振り返っ て考えたい。 そしてまた必ず ìJj I キI~へ

行って、お111:話になった方々に会いに行きたい

とjιう。
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-参加学生

西岡あゆみ(経済学部国際経済学科 4年次生) 若菜悦代(経営学部経営学科 3年次生)

j青麻梨子(経済学部国際経済学科 3年次生) 柳 文哉 (社会学部コミュニティ・マネジメント学科3年次生)

中村彰秀(経済学部国際経済学科 3年次生) 熊倉エリ(政策学部政策学斜 2年次生)

松岡 渚咲(経済学部国際経済学科 3年次生) 宮岸李奈(政策学部政策学科 2年次生)

丸山 紀映(経済学部国際経済学科 3年次生) 森 優希(政策学部政策学科 1年次生)

.引率教員、テーマ

大林 稔(経済学部 教授)rタンザニアで貧困者自立の道をさぐる」

-行程

日 程 場 所 時間 活動内容

8月24日(金) 関西空港 21 : 30 集合

8月お日(土) 関西空港発 o : 10 カタール航空
5 : 20 空路ドーハへ(所要時間 11時間10分)

ドーハ着 7 : 35 空路ダルエスサラームへ(所要時間 5時間45分)

ドーハ発 13: 20 専用車でホテルへ移動

ダルエスサラーム着 18: 00 日本人会夏祭り参加

{ダルエスサラーム泊】

8月26日(日) ダルエスサラーム 終日 ダルエスサラーム 自由時間

[ダルエスサラーム泊】

8月27日(月) ダルエスサラーム 10:∞ TASAF事務所訪問
15: 30 JICA事務所訪問

{ダルエスサラーム泊]

8月28日(火) ダルエスサラーム 8 : 30 Dogodogo Centre訪問

10: 00 MTC訪問

午後 交流

【ダルエスサラーム泊】

8月29日(水) ダルエスサラーム 10: 00 TASAFサイト訪問(パガモヨ村)

[ダルエスサラーム泊}

8月30日(木) ダルエスサラーム 午前 CHAWATA事務所訪問

午後 {ダルエスサラーム泊}

8月31日(金) ダルエスサラーム 9 : 00 BRAC訪問

(現場視察)

{ダルエスサラーム泊}

9月1日(土) ダルエスサラーム 午前 HAWATAフィールド訪問

[ダルエスサラーム泊]

9月2日(日) ダルエスサラーム 終日 ティンガテインガ村訪問(ティンガティンガ絵画体験)

[ダルエスサラーム泊1
9月3日(月) キンゴルウイラ 9 : 00 ミニパスにてダルエスサラーム出発

12 : 00 キンゴルウイラ村到着

午後 農村滞在

{キンゴルウイラ泊】

9月4日(火) キンゴルウイラ 午前 農村滞在

13: 30 キンゴルウイラ村出発

ミクミ 15: 00 ミクミ国立公園にてゲームドライブ

[ミクミ泊】
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9)J 5 11 (水) ミクミ ミクミ I~I 占;公 I':!I にてゲーム ドライブ

II  • ¥IV =クミ/lI1e、

ダルエスサラーム 16 :∞ ダルエスサラーム苦IJli

[ダルエスサラームii'll

19)J611 (本) ダルエスサラーム 7 : 00 フェリーにてザンジパルへ

ザンジパル 9・00 ストーンタウン観光

午後 ピーチ (パジェ)

{パジェii'll

9) J 7 11 (令) +yンジノ¥)レ '1"liij ザンジパル1'111111-[0)
12: 05 明II'nにてザンジパル発 (PVV/121)

ダルエスサラーム 12: 35 ダルエスサラームずi

18: 20 カタール航，，~ QR545f~にてダルエスサラーム /1\発

(/9rJlJII午IIIJ: 511，¥'111]25分)

ドーハ 23: ，15 ]:-1 、j;IJ~Vi

I 9JJ811 U二) 1 : 25 カタール航令QR80使にてドーハ/l'，発

1 17: 10 i川山H与問
』ー

西岡あゆみ

(経済学部 国際経済学科 4年次生)

二.il!d111Jのタンザニア滞在。とても淡いII.¥':IIIJを

過ごしてきた。その"1で、私がピ ックアップす
るのはTASAPについて。TASAFは色々な

i市助をしているが、説明を聞いたのはキャッ

シュトランスファーについてだ。キャッシュト

ランスファ ーとは松貧困の150万人を対象に、

生活保波のお金をi度す仕組みである。おイ訟を波

すターゲットの選定の仕方が興味深い。コミュ

ニティが波すターゲットを決めるのだ。一掃:お

金が必虫:な人は誰なのか村人がiJとめる。

私述は尖|慌にTASAFがキャッシュトラン

スファーを行うパガモヨ村を訪れた。

村人たちが集まってくれ、インタビューが始

まった。村人はキャッシュトランスフ ァーによ

る、ポジティブな効果を話してくれ、今後もこ

のプロジェクトをあtけて欲しいと話していた。

タンザニアでは経済発展と同H与に栴先が広

|刻 Illi"~i岳j司iJ~V( 解散

がっている。この格差を減らすために貸しい人

へお令を再分配すると同時に、 tt1~(I .fí'が 1 'I ..'f.し

てゆくための支援が必要だと!感じた。

清麻梨子

(経済学部 国際経済学科 3年次生)

今1"1のスタデイツアーで汗段吋たり liijだと

思っていたこ とが、 改めて当たり liijで‘はないの

だと桁!岳させられました。百jf'liijにIJfJv、ていた、
本が附jlj'r.には飲めないことやー|・分な水がmない
こと、 1正気の供給が不十分なことは:ft.tnしてい

ましたし、実際に停'屯や断水は起きました。ま

た、それ以外のサービスの1Mにおいても、日本

で受けていた接客サービスなと'が京イ1)liらしいも

のだと改めて気付きました。しかしそんな"1で、
私述ばかりが発展した生前を送っているのでは

なく、劣っている部分もあるのではないか、と

いう発見もありました。それはイ?ストリー トチ

ルドレンだった方々との交流の|際です。その
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)j々 の話を1mくと、みなしっかりとi'I立してい

て、とても強い点イ1:/岳を持っていました。スト

リートチルドレンとしてn分とIIIJじ境遇にあっ
た人達とともに ~IE して、 n立を LI指すと言っ

ていたのには本、円に感心しましたし、その一方

で自分の11'えた生活を思い返しました。厳しい

環境のIjlでも1'1ιする姿は凡習わなければなり

ません。このツアーで文化や生活環境の追いだ

けでなく、人'1:仰においても学ぶことができま
した。

中村 彰秀

(経済学部 国際経済学科 3年次生)

タンザニアにはあまりよいイメージがなかっ

たが、今阿の旅でたくさん良い而を見ることが

/11米た。キンゴルウイラ村では子どもにご飯を

あげているお1:)・さんに 「おいでjと戸を掛けて

もらって、比ず知らずの僕をご飯に誘ってくれ

た。村全体で1t1本|者を占っていく|正|紡)J。あい

さつをしても以般に返事をしてくれる気前のよ

さ。地問に火を雫けただけのトイレ、水をi符び

るだけのシャワー。そんな厳しい環境でも彼ら

は僕たちを歓迎してくれた。他人と助け合う こ

れらのようなカリプの梢判l。日本には欠けてい

るのではないかと思った。|五|が発挺することで

彼らの可能十1:や1'1山をもっともっと広げてほし

いと思う

!こl分が1i'tかれている環境に感謝し、これから

先、一生懸命生きていきたい。

松岡渚咲

(経済学部 国際経済学科 3年次生)

私は今川このツアーに参加lして、たくさんの

物を見てたくさんのことを感じました。世界の

貧困の現状、ぷ食住が確保されない生活。日本

の常識がタンザニアでは全く述っているという

こと。

タンザニアにはストリートチルドレンの1'1¥/: 

の為の職業訓練施設DogodogoCenterがあり

ます。夜、はゼミ の活動を辿じて Dogodogo

Centerを支援してきました。その Dogodogo

Center を訪れると、生徒たちは~剣に、 145 し

そうに学んでいました。大きな45Eを語る生徒も

いました。また、 n分の4JtをIq'え、 tl立してい
るDogodogoCenlerの卒業生のお話をIlfJくこ

ともできました。そのブjはDogodogoCen ter 

に感謝しており、盟、返しをしたいとまでJHって

くれました。私は DogodogoCenterの生徒の

学んでいる様子や、卒業生の話を聞き 、 I~I 分た

ちがしていた支援が少しでも役に立っていると

いうことを感じ品1しく思いました。また、この

経験をi司-かしたより良い支援のありん・を考えた

いと思います。

丸山紀映

(経済学部 国際経済学科 3年次生)

在、が"タンザニアで貧凶者n立の道をさぐる"
ツアーに参加した~III 。 現在タンザニアの釘凶

者に対して行われている文援についてどのよう

なものがあるのか。私は尖|際タンザニアに行っ

て、たくさんのことを学んだ。そのrllでも私が

特に興味を持った施設の状況や行っている支援



についてのことと思ったこ と。貧困者や7じス ト

リートチルドレンだ‘った人の戸を直接|剖いて私

(1身が感じたこと。そして、私がこれからすべ

きこと。

若菜悦代

(経営学部経営学科 3年次生)

アフリカに行けることと貧困者の自立を学ぶ

ということに興味がひかれて、このツアーに参

加した。

印銀j架かったのは、DogodogoCen treの卒

業生たちとの交流だった。DogodogoCen tre 

は、 rどもたちが基本的権利を卒受することを
ビジョンとしている NGO機関である。

卒業生たちはルールのある Dogodogoでの

生日に品初は慣れず、大変だ、った。しかしゃ川:¥]

と助け什いながら Dogodogoでの生活を送る。

そして Dogodogoによ って夢なども変化して

いった。

Dogodogoによってストリートチル ドレンが

助けられ、 Dogodogoを卒業しても連携して子

どもたちを助けていることに驚いた。この現状

をもっと多くの人に知ってもらうために、行動

し、発信-していく 必要を感じた。

柳 文哉

(社会学部 コミュニティ・マネジメン卜学科 3年次生)

タンザニアで体験したことは、日本ではまず

l味わえないことばかりだ‘った。11:1合で、未舗装の

;nを走ったり、都心部であり伴ないところを
定つての迫い越しゃ割り込み、クラクションが

l鳴り 科くような交通事情。停mや断水がおき、
長い 1111食べていたら飽きてしまう食事や、 L~Jj丈

衣装やヨーロッパや ~I I固から流れてくるものを

治たりするなどの生活環境。活発さはあるが、

IliJ時に治安の忠さで、ポケッ トに財布を入れて

体験学習プログラム

歩くことが厳しい人ごみ。このよ うな発民進上

1-1'1ならではの経験をすることが1'1'1米た。この経

験が、 U本の良さを改めて感じさせるものと

なったし、同H寺に、 |ニ|本にいながら、発民途上

同の立場に立って考えるこ とが11¥米る経験に

なった。

熊倉 工リ

(政策学部政策学科 2年次生)

荘、が今1111、実|捺に現地を訪れ、スタデイーツ

アーをt冬えて!感じたことは、 日オ三で、はM主Lなく

受けられる教育、何気な く食べられる食中、何

気なく受けられる医療、など「何気なくJとい
う行誌がどれだけありがたく、そして、必まれ

ているものか、それを再雌認したスタデイーツ

アーでした。kigogohomeのスト リー トチル ド・

レンの-[--どもたちが勉強をしたい、というこれ

こそが教育の本位であり、決-して忘れてはいけ

ないことです。そのため、いかに自分の勉強へ

対するな識が薄れているかとても恥ずかしさを

感じ、チどもたちがきらきらとがIIいて比えまし

た。

様々な訪問先で日本よりもはるかに貧しく、

やきている巾でも、だれもが笑顔を絶やさない。

だれもjj心。、さを絶やさない。むしろ、私はH本

より、住みやすさを感じた15日rlJJでもありまし
た。この15日間という短い月JIWのなかで絶対に
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トl本では体験することができないことを体験す

ることができて本当によかったです。これから

も今後のゼミナール活動でこの i13:悶Jについ
て取り組み、この体験をいかしていきたいと思

います。

宮岸李奈

(政策学部政策学科 2年次生)

私たちはタンザニアというアフリカのIlilで11

木とかけ離れた非日常の生活を経験した。I'IJじ

地球で同じH寺間を過ごしているのに住む場所が

見なるという違いだけでこれほど異なった'I:.i!i

を送っている人々がいるという事実を知った。

その生活はテレビで見るだけでは絶対にわから

ない、想像をはるかに超える生活であった。 し

かし、そこで非らす人々は皆人1111味溢れるおお

らかな人たちばかりで日本では感じることので

きないような人間味を感じることがすごく多

かった。イuIをj，L準としてこの人々をltしいと

パ・っているのだろか、水道、屯気などの而から

よLればH本は確実にタンザニアより発脱してい

るとi守うことができるかもしれないがそれが良

いことなのか思いことなのかわからなくなり、

そのことを点剣に考えさせられたツアーであっ

た。私たちには非日常であっても現地の人に

とっては11'{古であるということを私たちは常に

イ号えていかなければならないと!岳じた

森 優希

(政策学部政策学科 1年次生)

今回のスタデイーツアーにおいて一帯大きな

カルチャーショ ックは、|培がい!r.の'1::i，fjで・ある。
まず物乞いをする人の多さに驚いた。収入も少

ないため生活も苦しく、それでも II分の半い部

分を商売にする彼らの心↑!?を考えるとよ変JJ旬が

1"riい。CHAWATA(身体lmがいず?の権利を支
援する活動団体)を訪川したとき附がい者に話

が聞けた。彼らは 3時1111かけて地銀jし、安い給

料の'1'なんとか生活を送っているそうだ。かつ

て、障がい者を擁護するような法律は旅く、職

場でも受け入れられないなど問題は多くあっ

た。だが、変わってきた良い側而もある。議日

に5名の障がい者が受け入れられた、職場に障

がい者を受け入れる法作に変わった、!取がい者

の fどもが学校に通えるようになったなどであ

る。このように、吠111]の日も変わろうとしてい

るのであれば嬉しい。だが、政府の文1Zは未だ

に J!!~ い 。 タンザニアには色々な川組があるが、

附がい者も過酷な環境にいることを忘れないで

ほしい。



体験学習プログラム

0海外体験学習プログラム/インド.ネシア共和国[夏季]

-参加l学生

坪野 洋樹(経済学部現代経済学科 4年次生) 山田 万智(経済学部国際経済学科 21f次生)

青木 型紗 (経済学部現代経消学科. 2年次生)

国企画団体、テーマ

ウータン ・森と生活を考える会 「希望の村の森づくり~出会おう!植えよう!j'[jを柏えに行くプロジ、エクト」

.行 主主
日 毛主 場- PJr l昨日11

8月25円 (土) 関西国際空港 8・50

クアラルンプール 16: 40 

2J : 40 

ジャカJレタ 22: "0 

8 )-J 261-1 (1"1) ジャカルタ 9 : 15 

ノTンカ ランフ.ン 12 : 30 

タンジュンハラパン村

イ支

8 )J27日 (FI) タンジュンハラノfントl 明j

Lj'-Jiij 

午後

8刈28r1(火) タンジュンハラパントj LI' Jiij 

'1ニ後

校

8 J'!29日 (水) タンジュンノ、ラノTン村 'riiij 

午後

校

8 JJ 30 FI (木) タンジュンハラパン村 {，Ol 

ノfンカランフ.ン

17: 05 

ジャカルタ 18: 15 

J9 : 00 

8 ):J 31 1:1 (金) ジャカルタ 午jIIj

午後

19: 35 

クアラルンプール 22: 35 

23: 45 

9月1日 (土) 関西国際空港 7 : 15 

坪野洋樹

(経済学部現代経済学科 4年次生)

昨年の正月、実家に帰った際にたまたま BS

活動 l人j符

集合 タイ航空にできi::ll'fiクアラルンプールへ

クアラルンプール安Ij新

国内線にて空路ジャカルタへ

ジャカ Jレタ3iJJ ~Yf

安Ij新後ホテルへ移!TljJ [ジャカルタ泊]

国内線にて空路バンカランプンへ

空港到着後、ll(にてクマイi住へ移動
クマイ港より船でタンジュンハラパン村移動

タンジュンハラパン村到~Yf

ウェルカムセレモニ一、村のi政策
歓迎パーティ

[タンジュンハラパン村ホームステイ泊]

リパークルーズ

アブラヤシ ・プランテーション訪1111

アグロ フォレストリーのレクチャー

キャンプリーキーでオランウータン飢祭

[タンジュンハラパン村ホームステイ泊]

村のメンバーと苗床見学:&机林作業

M林地で‘昼食
lき1=1:111寺1111

村人と交流

[タンジュンハラパンネjホームステイi(l]

村の小学校訪問

子どもと環境教育プログラム

さよならパーテイ

[タンジュンハラパン村ホームステイ泊]

自由時[lIJ、村の土産物出にぶち1!i・り

クマイ港より船でパンカランプンへ移動

車にて空港へ移動

問内線にて空路ジャカルタへ

ジャ カルタに至JW

空港からホテルへ移動 [ジャ カルタjlel]

NGOのプロジェクト前日")JJ山訪1111

ジャカルタTli内杭終 空港へ移動

空路、クアラルンプールへ

クアラルンプールね

クアラルンプール発

空港着後、 解散

で見た、オラ ・ウータンとそれを取り巻く森林

を蝕む伐採の現状をゆとしたドキュメンタリ ーを

見て、最初は日本から泣く離れた国のことで自
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分には J;f~科もないし僕が何かしてあげられるこ

ともないのだろう、と考えていた。しかし今回

このツアーをま11り、その現状を内側から見るこ

とができ、またその内部に足を踏み入れられる

ということで参加を決意した。

現地で'"1!-J熱のよ|場の下行った植林作業はだて

ではなく、 1><1~.止な蛾と絡!却しながら植えた一本

には、森林保全に役立ってほ しいという希望と

IIIJ時に、切り取られた木を思うとこの苦労にも

w，さがあった。
直般|見lわりのないことだと忠っていた森林伐

係、しかし私たちが普段食べているスナック架

下を{午る1155にイ史われるパーム泊が原因だ‘ったこ

とも知lり、より問題を身近に!長じたことカfなに

よりもの収維で、当事者定;識を持つことができ

た。

青木理紗

(経済学部現代経済学科 2年次生)

~UJ~IIIB凶は3~ての人々 に l羽{系がある問題で

す。その部境111])むの一つである森林破壊。どこ

か他人事のように考えている人もいるのではな

いでしょうか。

私はインドネシアのボルネオ島で、熱帯林破

壊の現状を自分の日で見てきました。私たちが

持段食べているお菓子や化粧品。その原材料に

植物ilIJJJl1や食)11 11hと苫:かれているのを見たこと

がありませんか。これはパーム油のことです。

このパーム1111を生産するため、今ボルネオ島で

は熱;;if林が切りIJfIかれ、大規模なプランテー
ションが訂われています。かつてボルネオ島は

紙12かな熱;:ij;林であり、オラ ・ウータンなど多

くの生物が生，むしていました。 しかし現夜、ボ

ルネオ品に元米存在していた自然林の80%が失

われてしまったそうです。決して|オ本に住む私

たちも1!張関係ではありません。消費者は私たち

なのです。その事実を自覚し、できるだけ多く

の人々がi'I然を考雌した消費活動をしていかな

くてはならないと思います。

山田万智

(経済学部 国際経済学科 2年次生)

198011':代以降、インドネシアではアブラヤシ

のプランテーション民間をつくるために森林が

伐採され続けています。その現状をこの目で確

かめようと私はインドネシアへと旅立ちまし

た。

飛行機からカリマンタン品を見下ろしたとき

にプランテーション出回がー而にひろがってい

たYt，;tは今で、も鮮明に覚えています。
在、は森林Il}生というf-It誌を掲げる団体、FNPF
のリーダーであるパスキさんのもと、植林活動

を行いました。Uが!!日りつけるなか、汗びしょ

びしょで峨にかまれながら手を泥だらけにして

前を航えました。想像以上に大変な作業でした

が、自分の柏えたWiが近い将来再生された森林

の一部になるのだということを考えたら舷しく

なりました。 しかし、森林が完全に戻るにはH寺

1/1)も人もお金も全然足りません。少しでも多く

の人がこの現状をま11って、力になりたいと思い、

行動にうっすことでやっと森林再生に希望の光

が比えてくるのでしょう。たくさんの人が心を

動かされて只献してくれるように、自分が見た

こと感じたことをどんどん伝えていきたいで

す。



体験学習プログラム

0海外体験学習プログラム/イン ド共和国[夏季}

-参加学'1:

制J;」永久(文学部 !と学科 3 イI~(.大'1:.) b;( 尖イヒ(社会学部 地域制令1:学科 3 年次~I~. )

四111 大介(経済学部現代経済学ヂ1.tJ年次生) 河口 倫[-(社会学部 |臨床訓告1:学科 2年次生)

1;f谷耕作 (法学部法律学科 2:(1':次生)

-企画団体、テーマ

特定非営利活動法人JIPPOr仏跡巡Hとインド制祉村を訪ねる旅J

.行 私!
日 .f~f. .tJ}j i抗 11年 1111 i兵!l"QJ内谷

8 Ji25日 (土) |刻両国際空港 12: 00 集合、宅路ffi荏へ

1!j:i在 17: 45 yllポ

19: 10 ~~デリーへ

デ リー 20: 50 安II"Yi、ホテルへ移動 [デリ ーiO]

8月261l(日) デリー '1ニliif ク トゥプ ・ミナール凡学

九も 昼食をとりながら広 JIPPO ス タッフ ・ JU~}J;(jJ4児氏と うえ1本

'1':後 デリーl五1ú:l'!j:物航~，~:'{:

ラージ ・ガート (ガンジー火葬の記念仰)見学

20: 20 ニューデリ一切tより夜行タ11'I[ (ゴラクダムエクスプレス)

来1li、ゴラクプールへ ['1('1' i!'l] 
M 

8 J J 2711 (Ji) ゴラクプール 10: 55 ゴラクプール!.IIUf

スナウリ・ノfイラワ 午後 インドーネパールドl境で人的:円光き後、 1~I境辿過

テラウラコ ット カピラヴァストでPIiI"J-'::f椴跡~見[I"Jを見学:
ルンピニ 18 :∞ ルンピニ，，¥ [ルンピニi(l]

8rJ2811 (火) ルンピニ 'rliif ルンピニ|申|参打:

ノ〈イラワ ・スナウリ ネパールーインドドP:izで入1~: 下i泣き、 | 匝Pll通過

クシナガラ 午後 アーナンダ病院 施設比三{:、グプタ|災n11iインタビュー

tE!然立(出数仏)、マーター ・クアル、子|流(以後の説法地)、

ラマパール ・ストゥーパ(茶L位以)、ヒラニヤパティI11(11止

後の休i谷地)参符 {クシナガラil'l]

8月2911(ぷ) クシナプfラ '1・liif アーナンダ病院で待合所のペイントド航き、凹んぼのl.'iJ収

りなど

'1:後 アーナンダ病院でチどもたちと交流

シルシア村見学 [クシナガラii'l]

8 }-J3011 (木) クシナガラ ':01 ホテル発、ガジプール経HIサールナートへ移動

サールナート 'r:1変 サールナー ト州 技巧・ ，lj学 I'!l物館}~:'t

シルクの!万 (オリエンタルテキスタイル)見守:・TIぃ物

パラナシ イ支 インド伝統持踊 「カタックダンス」鑑ft [ノ〈ラナシii'l]

8 JJ 31日 (金) バラナシ ':01 ガンジス川 i"m:欽g.~

サールナー ト '1二liif チャウカンデイ・ストゥーパ(迎仏の椛)参拝

脱出f兆 アショーカ LJt、ダメーク ・ストゥーパ、ムール

ガンダ ・クティー守|淀 比三?

r{ラナシ 14 : 30 パラナシ空港から雫路、デリーへ

デリー 15: 30 到"1
23 :∞ フド路、 子I'i径へ

9Hlll(土) 持i荏 1) : 15 到治

5 : 25 ~lf昔、 |刻1'1i1"1際1-:iをへ
関西風際~i甚 13: 00 ylm、j州政

a 
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福島永久

(文学部史学科 3年次生)

インドで過ごした8日間の一番の収砲は、「あ

たりまえ=ありカfとうjであるということに気

付けたことだ。たかが8日間でと思われるかも

しれない、逆にインドに行って 8IJ 11日もかけて

と思われるかもしれない。しかし、私にとって

はされど81111¥Jだし、 i悔しいことにここまでし

てしか公1.Jくことができなかった。
状j兄のjhlいから驚くべきことはたくさんあっ

たし、身に渋みて!岳じたことも多かった。水道

水が飲めないこと、道路を歩く野良犬や'1'.など

をはじめ、ただただ貧しい環境に対して驚くだ

けではなく、物乞いする子どもたちに対してM

もできない.InりJな白分に憤りを感じたり、物が

ない"1でも仁夫して詳らす人たちを見て、出;ま
れた環境にいて不満を言っていたn分が恥ずか
しくなった

8 n 1111で経験したこと全てに立味があった。
そのIjlで、「あたりまえ」を「ありがとうJと
JZ減しようとしたことが、私にとって一帯大き

なもlIi11!(のあるm米事だった。

西国大介

(経済学部 現代経済学科 4年次生)

インドのLH令に住む人は全人1-1の63%をIliめ

る そんなLU件では、外国人が珍しく、従|本|に

刊:しむ子どもたちは外国人に物乞いをする。ガ

ンジス川では大勢の人に物乞いをされた 小さ

な[-どもはもちろん、旅ん坊を抱いたお付さん、

TJtがないことを見せ、お金を欲する老人など、
術般的な経験であった。インドの貧同人11はがJ

30%、そのうち人LIの2/5が1FI 1ドル以 1;

の生前をおくる現状に、 この国の貧|封の悦泌さ

を感じる -)i、BRICsの-f1Jとしてお:しい

終消成長を遂げる都市部もある。その貧75の栴

Z1こそが、大凶インドの現実であるとま11った

そんな貧しい生活の"1でものんびりと素朴な
佐川-を送りながら笑顔で生きるインドの人々を

凡ていると、衣食住を確保されながら、いじめ

や1'1殺が社会問題化している日本とはまた述う

幸せの形を見たような気がするそして|古JII.~ に、

将米"1分がけ本とインドの梨け怖となり 、この

1"1のfLの以かさに貢献したいと強く思った。

富谷耕作

(法学部法律学科 2年次生)

ノillllの旅で私の常識はことごとく打ち倣られ

た/.g;じがした。一番印象的なのは貸しさや不便

さが不「ドになっていないことである 'l;~. 11凶か

らコンビニがあり、携fiffE話があり、 1託公がつ

き、術:t.的な物を1-1にすることがどれだけ時い

ことなのか再認識させられ、それがさも吋然の

ことだと考えていたことが1111述いだと思えるよ

うになった。きっと!'J分のなかの常識や同定rm
念が.Inl;;む議に貧しい、発展途 kのIilは不字で惨

めなのではないか、だから今裕稿な持らしをし

ているのであろうn分たちが援助しなければい
けないと尚述いしていたと思う 向分はよ学生

として伐された故後の学生生活を使って・111:界を

凡てきたいと思っている。今1111は1'1分の:担保で

しかなかった売呉を確認できたとてもいい機会

だった。前後に、このような素IWらしい/1¥会い

と機会に忠まれたことに心から感謝したい。



原 実花

(社会学部地域福祉学科 3年次生)

近年めざましい発展をとげているインドであ

るが、実際に行ってみると街はゴミであふれ、

人だけでなく犬、牛も食べるものを求めてさま

よっていた。人々の顔に笑顔はなく 、物乞いや

必りつけなど皆生きていく ことに必死なように

!盛じた。しかしイン ド福祉村-のアーナン夕刊j院

を訪IIIJ し、ボランテ ィ アという ~I~でたくさんの

現地の子ども述と触れ合う機会を設けていただ

き、遊んでみると日本の子ども述となんら変わ

りはなかった。普段貧しい生活を強いられてい

るとはとても考えられず、皆、笑顔だった。外

国の人は本当に珍しいらしく、交流後に子ども

述の村へ訪問すると子どもだけでなく、大人ま

でも家からn'，て私達を見ていた。観光地と|呼ば
れる場所ではない本当のイン ドを見せていただ

いたような気がし、多くの外国人や観光符が符

j並に存在する場所になってほしい と ~f~n'( に感じ

た。

河港 倫子

(社会学部 臨床福祉学科 2年次生)

私はこのプログラムに参加 して、 色んな人・

環境 (もの)にLH会った。そして色んな術!躍を

受けた。

まず人との山会いでは、 福祉村-を訪111]した11守

のグプタ|矢f:lliである。この村.lIjt-の医師iに出会

い、この)jの考えや生き方に感動した。fl土l分

体験学習プログラム

の事よりも他人のために」の精神には考えさせ

られるものがあった。他には村・訪IIIJをしたH、?の

子どもたちである。貧しいなんて思わせないほ

どの矢顔で拡2してくれる姿に心打たれた。また、

H.い事ばかりでなく物乞いをしてくる人とlI'，会

い、みんな生きるためにやっているのだけれど

始めは驚きばかりだ、った。

次に聡坑(もの)については、仏跡巡JニFをす
る111でいろんなお寺や建物を見た。やはり イン

ドはとても身近に宗教があることを感じた。と

にかく何もかも派手であり、脆いてお祈りをし

ている人、午がどれだけ大切にされているかと

いうことなど様々な発見があった。他に、ガン

ジス j可に行っ た時も衝~罪だ、った。 茶色の水の11 1

に保になって休浴している姿を見て正直1]1いて

しまった。でも、神秘的なもの、 これは良いも

のとして考えたら抵抗なく入れるというのを聞

き、椛かに普段何事においても意味があるもの

としてとらえる と挑戦できたりする。これと|司

じことだなと思う。始めに先入観を持ってしま

うのではなく、視点を変えて考えることが大切

だという事を改めて学んだ。

本当にインドに行って此重な経験ができた。

特段の生前-の r~1で色んなありがたみを感じつつ

統験した・rr.を忘れず、何ができるのか(1分なり

に考えていこうと思う。
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0海外体験学習プログラム/タイ王国{春季]

.参加学生

藤i幸 光汰(文学部英語英米文学科 2年次生) 横田留衣(社会学部社会学科 2年次生)

桑原校理佳(文学部英語英米文学科 1年次生) 土井 孟(社会学部社会学科 1年次生)

古川 喜一(経済学部国際経済学科 2年次生) 堀江紗友里(社会学部臨床福祉学科 2年次生)

山崎たかね(経済学部現代経済学科 2年次生) 林 知郎(社会学部臨床福祉学科 1年次生)

西村紗帆(法学部法律学科 2年次生) 島田 愛子(国際文化学部国際文化学科 1年次生)

梅村剛史(社会学部社会学科 2年次生) i宰 佳苗(政策学部政策学科 2年次生)

-引率教員、テーマ

舟橋和夫(社会学部教授)rタイの最貧地イサンでのムラおこしと生活」

-行程

日 程 場 所 時間 活動内容

3月6日(水) 関西国際空港発 11 : 00 集合 タイ航空にて空路バンコクへ

ノfンコク 15: 45 バンコク到着

18: 25 国内線にて空路コンケンへ

コンケン 19: 25 コンケン到着

到着後ホテルへ移動 {コンケン泊]

3月7日(木) コンケン 午前 コンケン大学 イサン概要の講義(スチン先生)

午後 コンケン大学の案内とコンケン市内の市場視察

{コンケン泊]

3月8日(金) コンケン 午前 ノンベン村学校訪問

午後 139名の生徒(幼稚闘29名、小学校.75名、中学校35名)と交流

ピーナツ村訪問 (Mr.Thanong Parapan) 

ピーナツ栽培のみから第6次産業化(加工工程)を見学・

説明 [コンケン泊】

3月9日(土) コンケン 午前 充足経済村訪問(サムラン氏)

午後 キャッサパ栽培・のみからため池による「足るを知る経済J
生活への変化

Sirin Thon病院(阿部春代氏)

ハンセン患者の病院と、コロニー住民との交流

{コンケン泊]

3月10日(日) コンケン 午前 洪水村訪問 洪水と戦う状況を見学・観察

午後 昼食後、小舟に乗って、水上からも見学

コンケン市内視察 【コンケン泊】

3月11日(月) コンケン .7 : 30 空港へ移動

ノfンコク 8 : 45 国内線にて空路バンコクへ

9 : 40 }'¥ンコクに到着

11 : 00 JICA事務所視察(湯浅氏、小田氏)

午後 バンコク市内視察 lバンコク泊1
3月12日(火) ノfンコク 9 : 00 空港へ移動

関西国際空港 11:00 タイ航空にて空路関西国際空港へ

18: 10 空港着後、解散
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藤;畢 光汰

(文学部英語英米文学科 2年次生)

]ICAは、技術協力 ・資金協力・ボランテイ
ア派遣 ・国際緊急援助など様々な援助を行うこ

とで、それぞれの国が抱える課題に対して援助

を行う機構である 。 タイでの~Jî-例では、 見学 ・

実習を行うことで、技術や知識を習得する継続

的な援助や2011年にタイ で起こった大洪水な

ど突発的に起こる災害への援助など支援範囲は

多岐にわたっている。

東北タイは経済成長が新しいタイの中で、i詰

も経済成長が乏しく、民業に従事する人の~lilJ介

が非常に高いうえ、京北タイが一番生産性にも

欠けている。所得格差が激しいタイで、それぞ

れの地域に応じた発展、 IJH発が求められる。特

に、東北タイにおいては主要作物である米の生

産を維持するための水の械保が必要で、ある。

桑原枝理住

(文学部英語英米文学科 1年次生)

タイへ行き価値観を大きく変える事ができ

た。日本はよく「必まれているJといわれるが
日本が恵まれているということも生活のなかで

はあまり実感がなかった。タイへ行き日本はTi{J1
かに?ii-に安全であり、 tt凶府も少ないことが分
かった。しかしタイのように人との繋がりが濃

いわけで、もなく、家族を養うという生活而でも

i ~Iミ活でき であたり Tìíj J で、人との繋がりも ìl，~:

いところがある。タイは持が全てに一生懸命で‘

体験学習プログラム

五.~ }jXやイqJ問を守ろ うというな思がとても f云わっ

てきた。そして小さいことに対して「幸せだ」

という気持ちを'J片に持っていた。物は自分で作

らなければ1!l~いという ;1幻}cだが精神的にはタイ

はとても恵まれていると!品じた。

古川 喜一

(経済学部 国際経済学科 2年次生)

今回の海外体験学習プログラムでは普段は体

験できないことや!岱じられないことを多く経験

することができました。その'11でも印象的だっ

たことがハンセン病の後泣佐のある人たちのケ

アに携わっておられる阿部者説nmの活動を見学

できたことと、コロニーでの子どもたちとの交

流です。

阿部さんは長年タイでハンセン病の後遺症の

ある人たちの脚のケアをしておられる方で、そ

の仕事は重要な仕事であるとともに、体力的に

とても大変な仕事.で、もあります。しかし阿部さ

んはとても献身的に後遺症のある人たちと接し

ておられて、心をうたれました。世界でこのよ

うに多くの人の為に活動しておられる姿を直接

見て、海外で活動しておられる方の件大さをあ

らためて感じました。

そして現地の子どもたちとも言葉は通じませ

んが楽しく遊んだりできて青葉がわからなくて

も気持ちは伝わるんだということがわかってい

い経験になりました。

山崎たかね

(経済学部現代経済学科 2年次生)

私たちは、東北タイにある光足経済村ーに行き

rfEるをまnる経済」を学んだ。東北タイはタイ
の人口の3分の1をIljめる地区であるが、 GDP

は低く貧困地である。ミi二にtZ業を生活の担liにし

ているが、 乾季には作物が採れなくなり、出稼
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ぎに行くことが多い。自立した生前をするため、

U本が協力して「農地改革地区総令民業開発卒

業jを行った。このプログラムは乾季にも民業

ができるように土壌を改良し、ため池を作るも

のである。このプロジェク トを始めて10年以上

終ち、村人の生活は変わった。IJ'1稼ぎに行って

いた者が成業で生計を立てられ、外で作物を売

ることで収入を得る ことが山来るようになっ

た。fどもを学校に通わせることが山米るよう

になり、薬が買えるようになった。民民から民

民へと農業の方法を教えるシステムができ、民

民のネットワークが強くなった。ltしかった村

人がこの日本が関わっているプロジェクトを取

り入れることで収入を得られることは非常に11

本人として嬉しいことである。タイの人達が組

H家が多いのはこのような取り組みを11本人が

行っているからではないだろうか。

西村 紗帆

(法学部 法律学科 2年次生)

今体験でタイの本質を垣間見た。それは トッ

プダウン体質でありコミュニティ形成のi11:要性

である。洪水と戦う村で、は政府の作った提防が

水に泣かるWJ問を延ばし、状態を悪化させたの

だ。この堤防により氾濫する川からため池への

水の流れが悪くなり、排水が上手くいかなく

なった。これに対して村ー人たちが橋のill設を要

求した。しかし政府は専門家を派遣し、その指

示のもと実際には水門が建設されたのだ。 トッ

プダウンとは、政府は専門家のな見は総称みに

しても、村人たちの意見は|別こうとしなかった

こヒ?ミ。

そしてピーナッツ村ではグループで資金を山

し令って刷業としてピーナッツを力11工販売して

いる。付加l制li値を付けることで税金収入を明や

し、生活改善が為された。充足経済村において

も i)iるを知る経済」を実施する上で七段改善

のためのプロジェクトの学宵会が行われてい

る。コニュニティを形成することは生活環境や

質を良くするための一歩であるだろう。

梅村剛史

(社会学部社会学科 2年次生)

タイは、バンコクが発泌を続ける一方で、東北

部など地方の村ーでは貧|杢|川題など様々な問題を

抱えている国家である。在、が今恒!のプログラム

を過して訪れたタイ東北部にある幾つかの村の

中でも探く興味を抱いたのは 「洪水村」である。

政府のプロジ‘ェク トの-111として建設されたダ

ム ・堤防によって、村に4・らす人々は様々な問

題と直面しながらH々の生活を送っている。そ

して、村人の話を開いている中で、それらの問

題にはタイという国の持つ性質が深く|刻係して

いるということが明らかになった。また、それ

に関連して、問題解決に挑む洪水村の人々の行

動も非常に興味深いものであった。

横田留衣

(社会学部社会学科 2年次生)

タイの「洪水村Jでは、日本と同じく 、政府

と農村-の辿携が取れないことによる問題が発生

し、それによる謀題にも共通点があります。洪

水村ーは、かつては一週1111桂肢の短期間であった

のが、政府の政策により、 3ヶ)-JItlj、水がひか

なくなってしまった村です。洪水村の意向を無

視して、政府がト ップダウンの政策を したため、

経済的損失、文化の脱類、家肢の変化など様々



な IIIJ~が起きましたυ また、 -)j的な政策によっ

て村人は梢神的・経済的な損失を被り、政府へ

のヂ{，\!些から、政府と J!H'J- IIH の関係は(Îji:.~i化し

ています。11本凶l勾でも、地域の立lilJが政H・Jに
ないがしろにされることが多くイr:イ1:していま

す。 .)j (iりな政策が地域の必~nに j也切だとは

必ずしも， iえません。持続可能なIJf.J発のために

は地域 j:.イ本で

あることが不

IIJ欠であり、

政府は地域の

必~1"'1:を優先

して辿批し、

文援すること

が大切である

と洪水村を泊

してま11り、 11 

本においても

それは今後の

訓組であると

!盛じました。

土井 孟

(社会学部 社会学科 1年次生)

布、は途lニ11<1IJ日発関係の仕~J f. に1}I11~~があり、 'X

|加に1'1分の日で見に行くことができるというこ

とでこのプログラムに参加lした。タイに尖|際に

行くことでi'I分が思っていた以 ト.にlfliかった収

地JJiの主張性と向分の英語の表JJUJのなさを実

感し、U本に帰ってからの勉強の似動)Jになっ

たと思う。開発事業に携わるコンサルタント会

社の)jや、 ]ICAの方のような尖際に途川1ill制

発|則係の仕事をしている人たちから開発プロ

ジェク トのIjlで作成された報;Itji: を:J，~に j科説を

していただいた。また|出発のイ1:り)jや、 1'1分た

ちが抱えている問題について話を|別けて、とて

体験学習プロクラム

もtt重な体験ができた このプログラムはi'I分

に様々なきっかけを作ってくれたと思う。

堀江紗友里

(社会学部 臨床福祉学科 2年次生)

私は、今1111の海外体l股ザヴザプログラムに参加

を希望した里1[山として、タイの以北部とバンコ

クのtt山.の I~~.:や lt l本| を 日 で凡て、 )JJしで感じたい

という こと、また、現地の人と交流し、彼らの

d:.活を体験したいということを不けていた。 し

かし、日本から1'1'1たことのなかった私は、貸出

の差やltl村というよりも、 11本との生前線式、

街並み、文化、食・Ji.、人の述いに驚いた。実際

は1主体iであるはずなのにほとんど従|本!というこ

とが!岳じられないくらい、みんな優しく 、笑顔

で、幸せそうだった。 rI本とはihlい、地域の人

とのつながりがとても強いと!長じた。また、タ

イの人たちと食.，'.Ji・をし、遊んだことで、言集は

jj]じなくても、人は心で通じ令えるということ

を私たちに教えてくれた。LI本にいるだけでは

学べないこと を、海外ではたくさんザ:ぶことが

できる。今1111学んだことを忘れず、 これからの

勉強や牛前にii'"iかし、機会があれば、 このよ う

なプログラムにどんどん参加していきたい。

林知輝

(社会学部 臨床福祉学科 1年次生)

初めに驚いたこJi.はさっきまで‘点っていた一本
道そのものが淀|りjだ、ったというー]1:です。そのtl13

防は望んで‘いたものではなかったそうです。提

|坊ができ水が流れにくくなり環境が変わってし

まったのです。村の人述はこのままではいけな

いと考え、Aくを しっかりと流しつつ自分述も安
全なようにコンクリー トのmを造る平を考えま
した。 しかしタイ政府に任せた結果小さな;](I"J

が完成し、-iiUJが欲しいと訴えても聞きいれてく
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れなかったそうです。こういった経験から外の

)JをfIj-りるのではな く、自分達を信じていこう

と思ったそうです。

洪水と戦っている14村が協力しネッ トワーク

を形成しています。ネットワークで共有する事

でより良いやJ"づくりに役立てるそうで、す。ネッ

トワークというものは相手の事を考え気遣える

からこそ成り立っているのだと思います。洪水

と自分述でしっかり戦おう とする事が感 じら

れ、協力する:::ji.の素H百らしさを教えてもらえま

した。

島田 愛子

(国際文化学部 国際文化学科 1年次生)

私は今回の海外体験学習プログラムを通して

人としての生き方を学ぶことができた。どんな

に苦しい状削で過ごしていても、長い年月をか

けた地道な努力を惜しまずに笑顔で明るく過ご

す現地の万々を見て何度も心が打たれた。どん

な桁稲な人よりも、こちら側までもが笑顔に

なってしまう笑顔を向けてくださったタ イの

方々の生き方は本当に素敵だと感じた。どのよ

うな状況であっても自身の生き方に誇りを持っ

て過ごせば松市の人生になる、そう感じた。私

もこのような生き方がしたいと思った。過ごし

ていくι1Iで・大切なことを改めて考えることがで

きたこのプログラムは本当に大切な思い出と

なった。これから周りの人たちに伝えていくこ

とや、実行していくことが今後の私への課題で

ある。このような立重な経験ができたことや感

じたことを忘れることなく過ごしていきたい。

;畢佳苗

(政策学部 政策学科 2年次生)

タイへ研修に行くきっかけとなった 「民業の

現状を知りたい」気持ちを胸に、日本を旅立っ

た。私が印象に残ったのは、コンケン大学:のス

チン先生の講義と充足経済村訪問である。スチ

ン先生の講義では、 TPPに参加表明をしてい

るにもかかわらず、小規模農家は依然反対して

いるという現状を聞いた。やはりタイは経済発

展を目指すにつれて、農業に対しておろそかに

なりつつあるのではないかと感じた。しかしそ

の後に訪れた充足経済村では、国王が提示した

「足るを知る経済jを実践しよ うと複合農業を

行っていた。このプロジーエクトのリーダーであ

る、サムラン氏は 「この農業は金儲けのために

やっ ているのではなく 、 I~I 分たちの生活を支え

るためだJと繰り返しお話しされた。このこと
から私は、タイを世界ーの経済大国にしようと

するのではなく、自国の状況にあった発展を目

指している安勢を学び、 1:1本でも活かせるので

はないかと考えている。



体験学習プログラム

0海外体験学習プログラム/フィリピン共和国[春季]

.参加~j~~1ミ

板目f 裕子 (文学部史学科3(I:: 次~J::.) |人l際 的信 (社会学部臨床払汁~l:学科 3:'1之次~U

J~!:m 渉IflS(理工学部物質化学科 2 年次~:.) 1..村山弘(政策学部 政策学科.it両日|体、テーマ
一般社|司法人コミュニテイ・4・チルドレン

i LlJ-IIy msのしょうがい児 ・者の非らしとコ ミュニテイ ・ケアを学ぶJ

.1j' f'1¥ 

11 位 所 II~.' 11¥1 

3) 1 2 11 (よ) 関西国際空港 8 : 20 

マニラ 9 : 55 

13: 20 

パギオ市 22: 00 

3)131-1 (FI) パギオ市 8 : 00 

カノ〈ヤン師J 13: 00 

15: 00 

3月41ヨ (月) カパヤン|町 9 : 00 

~ 

17: 00 

3 )-15 EI (火) カパヤンlIij- 8 : 00 

~ 

パギオil'i 10: 00 

11 : 00 

16: 00 

3H611 (水) パギオ市 終H

3)-1711 (木) パギオ市 終11

3)1811 (金) パギオ市 8 : 00 

8 : 45 

マニフ 11 : 00 

19・00

3)i 9 FI (-r.) マニラ Irliij 

12: 30 

|則西空港 L4 : 25 

19: 05 

板野裕子

(文学部史学科 3年次生)

ツアーの中で一番私の印象に残っているの

は、カパヤンでの家庭訪問だ。|埠がいのある人

を支援しているスタッフの方についていって、

I~fがいのある子ども たちとその家族のご家出に

訪問するH引UJをいただいた。私は、身体障がい

をもっ子どもの家族に 「この子は何をするのが

好きですか」と問いかけてみた。返ってきたの

は、 「特にないよ。一日仁1:1寝ているだけだから」

活動内作

集合 フィリピン航情にて変路マニラへ

マニラ fll ~Yi'

パギオdiへ移動

パギオ市li:

1早川II(でカパヤンIlJfへ移動

カパヤン11Jf)j11iI''f

Ajuwan Therapcutic CeI1lerにて

しょうがい児や保護者との交流

J.¥juwan Therapeutic Centerにて

しょうがい児や似護者との交流

家出訪llil、地域iikza-

~bi り巡り

カパヤンIllrI政策

パギオdiへ移動

パギオバiJt

ホームステイ プログラム説明

ホームステイ ステイ先の家族と過ごす

ホームステイ ステイ先の家政と過ごす

パギオdi・1)ハピリテーションセンター集合

振り巡り

マニラへ移動

マニラ子Ij ~\

H IIIffffOJ 

明治へ移動

フィ リピン航常にて宅路関西国際空港へ

ツたi住 ~(i'1去、 WfI放

1 :' I~ 次生)

[ノ〈ギオiliiド1]

[カパヤンIlJfi(l]

[プlノ〈ヤンIlIfil~l] 

[パギオリii(l]

[ノ〈ギオリiil'l]

[ノ〈ギオiliil'l]

[マニラi(l]
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という答えだ.った。そのお;えは、どの子ども も

教育を受けられるU本の状態が当たり前である

私にとって予想外で、衝撃を受けた。そのよう

にフ ィリピンの現状をこの日でみて聴きながら

長11り、日本と比較して様々な述いを実感するこ

とができた。また-dに|時がい者の問題と言っ

ても、実際には妊娠|時や山産H寺の方法であった

り 、 1t 1-f1 の 11I 1~mであったりと 、 幅広い社会問題

が恨jまにある。ただ|埠がいのある人を支援する

だけでなく、|瞭がいのある人を減らす根本的解

決の)J法まで悦野に入れるのが重要なのだと学

ぶことができた。

岸田渉耶

(理工学部 物質化学科 2年次生)

今同海外体験学;~I プログラムに参加して、多

くのことを学び、考えさせられた貴重な体験と

なった。フィ リピンは背スペインの植民地で

あったために教会が立っており素晴らしい街並

みであった。今|叫のプログラムの大きな|三|的と

してしょうがい児の ILI立支援をしている

] pCom-CARESの視察があった。]pCom-CARES 

はしょうがいがあっても必要なサービスや社会

資源などの支援の乏しい山岳部の自立支援を目

的としている団体である。

訪問してフィリピンではまだまだ円本のよう

に支援がされていないと分かった。知った現状

を周聞の友達、家族に伝え知ってもらいたいと

思った。

1週1111の滞在でフィリピンが大好き になっ

た。なぜなら食べ物はおいしく 、人はみな優し

くまた 21:11111ホームステイもしてフィリピンの

生前スタイルも満喫できたからである。ただも

う少し英語ができたらもっと交流できたのでは

と後村正もできたプログラムであった。

内藤清信

(社会学部 臨床福祉学科 3年次生)

フィ リピンの山町-部の|障がい児 ・者の暮らし

を学びに行って、私の印象に深く残ったのは、

自立した生活が送れるようになるためにアジュ

ワントラペックセンターに米ている怖がいのあ

る子の組と交流会をしたII~Jユの こ とです。 取り上

げている質問はてつで、 一つ1-1が生日を一送って

いて大変なことで、 二つ11が近所の人や周りの

人は障がいのある人をどのように思っているの

かということです。λ|二日-を送っていて大変なこ

とはという質問には 「移動Jで、近所の人や周
りの人は|埠がいのある人をどのよう に思ってい

るのかという 111111には iI~~:'iがいのある人は家に
いる こ とがほとんどで、 WJ りの人はどの家に m~

がい者がいるのかわからないだろう」という答

えが返ってきました。

上村康弘

(政策学部政策学科 1年次生)

私たちは、首都マニラからTlfでおよそ 811寺間

かけてパギオに行き、そこからさらに 411;~:問ほ

どかけてカパヤンという 111間部を訪れた。そこ

ではしょうがい児の家出訪問をして、尖|際にど

のよう に生前しているかを体験したり、 しょう

がい者を支援しているセンタ ーの)Jに訊・を聞

き、今フィリピン、特にカバヤンではどういっ



体験学習プログラム

た文援、サービスが必要かを教えていただいた。

カパヤンで、の体験が終わると、ふたたびパギオ

に反り 、ホームステイのプログラムが始まった。

これはしょ うがい児を持つ家出に 2ii'1させても

らい、実際にしょうがい児が家出でどのような

企画名 体験学習プログラム報告会

生活をしてるかを体験するプログラムであっ

た。すべてのプログラムを終えて、フ ィリピン

でのしょうがい者のJ虫W(:を広める ことの必民性

を!盛じた。

2011年度科卒:2012年4月24H (火)17時30分-1911.):00分

実施ト| 2012"存度以不 :2012年10)-j10日(水)17時30分-19IL~'00分
1 

2012年度ぶf.: 20日年4rJ25日(水)17時30分-]911.):00分

2011年度 税不:i栄叩:キャンパス 21 ~J'向Îi401教室
j))j 月7 2012年度 以乎 :1京市キャンパス 21日・fli'i403教室

2012ilミ!立 点手 :N~i 川キャンパス 3U-自"¥105教室

'ぷ施主体 ボランテイア .NPO i!i助センター

参加人数 201UI:j支脊不:約40人、 2012年度以季 :約70人

.続緋.1-1的

1.1(11人]. ilIJ:タトの体毎食~f:~野プログラムに参JJII した

うを~が、現地でどの ようなこと を午: び、与え 、

今後のボランティア ii~'助や大学生ili~~'; にどのよ

うに前かしていくのかを発表する機会として、

プログラムの一環として制作会を行っていま

す。 より多くの学生に本プログラムに|則心を

もってもらうため、球でも 卒li{ 'j' を JWけ る )I~で尖

施しました。

-概~
参加したr;ソ I~が、 プログラムごとに 、 プログ

ラムでの体験を通じて学んだことをそれぞれの

スタイルで報告しました。プログラムに参加し

た学生以タトに、プログラムに関心を~，，~，つ午: /t:_や 、

受け入れ先 (スタデイツアー企Ilhj卜tl体)の

NPOの方にも参加lいただきま した。発点。先立さ

は下記の辿りです。

訪問j血・先ぷ{i'人数

タイ F.I"I
プログラム参加l行
5t， 

2011 

イl立f フィリピン;!t，f川"1
プログラム参))11fi' 

Jィ}ーr ・
6t， 
ネパール辿nl(Ul:AIIIIiI 
プログラム参加l.f'i
lれ

|タンザニア川111"1
プログラム参加lfi
lot， 
2012 インドJH川五|
プログラム参加l{i度
4 t， 
インドネシアJtfllllil
プログラム参))11{i' 
3t， 

一
タイT.I"I

29.，~2 1プログラム劫Hお
，:，!;'112t， 
!よEド三ユ」
.1....けィ リピンJtAlI1正|
争 |プログラム参加計
4 t， 

アーマ

「スマトラ i:，~ilj'地民大ilt
i皮から 71r:。津波紋災
地のノ?を訪ねる。iIt i皮
iU興タイ!岳ツアーJ
i1tl村の'1'で中きる人々
と/1¥会い、In]き介う旅」

illl・wのl出*Nヒマラヤの
1"1 時1境を守る 「パイ
オガスプラント支援11;1
!fi)JJ 

「タンザニアで貧凶者i'I

。:のillをさぐるJ

「仏断;巡.Ilとインド制布1:
村・をt訪ねる旅J

「市常の村の森づくり~
11'，会おう!植えよう!
lYiをft!iえに行くプロ l
ジェク卜J

「タイのMltJ山イサンで
のムラおこしと生i市J

i 111 lie 却の しょうがい
~~ .日ーの非らしとコミュ
ニテイ ・ケアを学ぶJ

-参))11占-のlit・mられた効-*など
体験学判プログラムに参加|した学生からは、

|司じプログラムに参加した学LI:.同士で与を表をま
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とめることによって、体験したことを過して自

分が感じたことを振り返るきっかけとなり、よ

り学びを涼めることができたという戸が聞かれ

ました。また、会場からの1'tIBJを受けて、現地

で見|iりしたことを今後さらに訓べたり、学生生

活のなかで収り組んだりして、 fjf:びを継続した

いという立見もありました。

圃コーデイネータ一所感

募集説明会、報告会ともに参加l学生数が附加

し、本プログラムへの学生の|則心が尚まってい

ると感じます。ただし報告会は、深草キャンパ

スのみでの開催となっているため、瀬rllキャン
パスの学生からは、 「参加したいが参加しにく

ぃjという戸も聞かれていました。このことか

ら、 2012年度春季の体験学習プログラム報告会

は、瀬凶キャンパスで実施してみました。

〈報告者:J.U郷珠江

(瀬田キャンパス コーデイネーター))


